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2025 競技規則修改正



2025年度競技規則修改正のポイント

2025年2月15日

日本陸上競技連盟

競技運営委員会
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競技規則等の入手方法
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競技規則等の入手方法

⚫WAの競技規則等の開示

➢紙ベースのルールブック（COMPETITION AND TECHNICAL RULES）廃止

➢全て WAのWebサイト（ホームページ）を通じて

⚫JAAFの競技規則等の開示方法

➢紙ベースの「ルールブック」およびJAAFのWebサイト（ホームページ）
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競技規則等の入手方法

⚫WAのWebサイト① https://worldathletics.org

Rules & Regulations

Competitions
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https://worldathletics.org/


競技規則等の入手方法

⚫WAのWebサイト②

Constitution & Book of Rules Technical Information

Rules & Regulations
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競技規則等の入手方法

⚫WAのWebサイト③
Book of Rules Technical Information
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競技規則等の入手方法

⚫WAのWebサイト④

Technical Information

➢ 投てき物WA認証品リスト

➢ 競技用靴WA認証品リスト
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競技用靴チェックシステム
https://certcheck.worldathletics.org

https://certcheck.worldathletics.org/


競技規則等の入手方法

⚫JAAFのWebサイト① https://www.jaaf.or.jp
委員会情報
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http://www.jaaf.or.jp/


競技規則等の入手方法

⚫JAAFのWebサイト②
委員会情報
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競技運営委員会

ルール・ハンドブック

各種規程・ガイドライン等



競技規則等の入手方法

⚫JAAFのWebサイト③

競技運営委員会
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2025年度修改正案 概要
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競技規則修改正のタイミング

⚫WAの競技規則修改正のタイミング

➢従前は

➢最近は

:（基本）毎年8月のCouncil（評議会）で決定、11月～実施

: 年3回程度行われるCouncil（評議会）の都度決定。即時実施が多い

軽微なものや運用に関しては不定期に Circular（通達）で

⚫JAAFの競技規則修改正の流れ・タイミング

➢2月 全国競技運営責任者運営会議

➢3月 理事会

➢4月～ 実施

⇒ WAの修改正タイミングとJAAF修改正タイミングに「ズレ」あり
15





2025年度修改正 競技会規則【CR】

 CR22.6 スタート時のスターターと審判長の役割の明確化

・スターター：不正スタートの判断

・審判長 ：スタート時における不適切行為の判断
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役割分担を確認しましょう
例：カードを出すのは審判長で
す





2025年度修改正 競技会規則【CR】

 CR25.4 結果に用いる略号の使い方

“ｒ”：試技放棄・離脱

（背景） 混成競技で途中で棄権したにもかかわらず、得点表に
“ｒ”を記載するケースあり。 正しくは”DNF”

（修改正前） フィールド競技・混成競技

↓

（修改正後） フィールド種目（含む、混成競技のフィールド種目）

19





2025年度修改正 競技会規則【CR】

 CR32およびCR34 世界記録・日本記録の対象種目の変更

【競歩競技】

➢ TR54.1にて競歩競技の標準となる距離が変更されることによるもの

（2026/1～追加）

✓トラック

✓道路

ハーフマラソン（21,097.5m）・マラソン（42,195ｍ）

ハーフマラソン（21㎞0975） ・マラソン（42㎞195）
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2025年度修改正 競技会規則【CR】

 CR34.4.6 競歩競技の日本記録認定要件

（修改正前）少なくとも1人のJRWJ以上の資格を持った競歩審判員が

競技中歩型の判定を行い、日本記録申請書に署名

↓

（修改正後）少なくとも3人のJRWJ以上の資格を持った競歩審判員が

競技中歩型の判定を行い、日本記録申請書に署名

23



・1人で判断できるのか？
・みんなでしっかり見ましょう，という判断から3名に変更

・記録を出しそうな選手がいる場合等，インターハイの地区
予選でも，U20の申請があれば日本陸連にJRWJ（日本陸連競
歩審判員）の派遣が認められる。





2025年度修改正 競技会規則【CR】

 CR34.10〔注意〕 日本記録の記号①

（背景）

WAは2024年1月から各国のナショナルレコードはWRk大会でマーク
された記録のみを新たに認定(Circularで通知)

JAAFは非WRk大会でマークされた記録も日本記録と認定することに
変更なし

このためWAが認める記録とJAAFが認める記録が一致しないケースが
発生
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2025年度修改正 競技会規則【CR】

 CR34.10〔注意〕 日本記録の記号②

（WAが認める記録とJAAFが認める記録が一致しないケース）

女子800ｍ 久保凛 1’59”93 （2024.7.15／非WRk競技会）

不一致！

27



2025年度修改正 競技会規則【CR】

 CR34.10〔注意〕 日本記録の記号③

（修改正） 2024年1月以降の記録で、非WRk競技会でマークされた日本
記録がWRk 競技会でマークされた記録を上回る場合には、
以下の略号を付けて区別
（それ以前の記録で、引続き日本記録であるものには略号なし）

(W)：WRk競技会でマークされた日本記録 (

Ｊ) :非WRk競技会でマークされた日本記録

【例】 女子800ｍ（W） 2’00”45 杉森美保 （2005.6.5）

（Ｊ） 1’59”93 久保凛 （2024.7.15）

28

WRKの申請あり：W 申請なし：J





競技規則【TR】

 TR8 抗議と上訴

（修改正）〔注釈〕 上訴を行うことができるのは、ジュリーが置かれている競技会のみ

 TR8.6 フィールド競技で現場抗議が行われた際（TR8.5）の
記録の扱い

（現状）〔国際〕・・・ その抗議が認められれば競技を続けることができないはずの別の
競技者も競技を続けることが認められた場合、
抗議の扱いがどうなったかにに関わらず、競技継続が認められた
競技者の記録や最終成績は有効

↓

（修改正）〔国内〕 TR8.5を適用した場合は、当規則も適用
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※ジュリーがいなければ審判長の判断まで

※判断が出ない場合，競技を続けている間に出た記録は認められるというこ
と





競技規則【TR】

 TR11.4〔国内〕 上位大会進出のため追加試技を行った際の記録の扱い

（背景）

➢ 高さを競う競技で、上位大会出場枠が6名であるのに対して、6位までの選手が6名
以上いた場合、上位大会進出者を決めるのに追加試技を行うケースあり。

➢ 第1位以外の順位は「同成績者は同順位」とするため（TR26.8）、追加試技の順位
は本試技の順位には無関係だが、これまで追加試技の記録の扱いが明示されず。

（修改正)

➢ 上位大会出場者の選出方法は主催者判断。抽選、追加レース、追加試技のいずれで
も可

➢ 追加レースや追加試技で達成された記録は、当該競技会での順位決定とは無関係で
あるが、個人（チーム）の最高記録、ランキング、参加標準記録といった目的では有効
なものとして取り扱われる。
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※選出方法はあくまで主催者判断とす
る。

3つの方法のうちどれでも可。
ただし，順位は変わらない。





競技規則【TR】

 TR14.1〔注意〕 曲走路と直走路の変わる位置のマーク

（修改正）

➢TR17.3.3、17.3.4への対応

（直走路部分で内側に入った・踏んだ、曲走路部分で内側に入った・踏んだ）

➢ コーナーの入口・出口で曲走路から直走路、直送とから曲走路に変わる位置が
わかるように、そのポイントのトラック内側にコーンを設置する（第一コーナーは除く）
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※監察員が直走路から曲走路の境目，
曲走路から直送路の境目にコーンを置
いておくことで見やすくなる。
ただし，「望ましい」であって義務で
はない。





競技規則【TR】

 TR17.5.1〔国内〕 500ｍ・600ｍの競技方法
➢2024年度より国内の「記録公認対象」種目となった両種目の競技方法を明示

（昨年度の全国競技運営責任者会議にて説明済）

【500m競走】

・完全セパレートレーンで実施

・第二曲走路に100mのスタートラインを基準とした階段スタートラインを設定。

・実施できるのは、スタート位置の標識が設置されている競技場に限る。

【600m競走】

・セパレートレーンでスタートし、途中からオープンレーンで実施
・第二曲走路に400mと同様の階段スタートラインを対称的に設定。スタート位置は、

メドレーリレーの2走のスタート位置

・300ｍまでは（曲走路を2回走るまでは）セパレートレーンとし、通常の800m競走の
ブレークラインからオープンレーン。

・メドレーリレーの1走のスタート位置の標識が設置されている競技場に限る。 23

検定が
必要





競技規則【TR】

 TR17.12〔国内〕 風力計測

➢2024年度より国内の「記録公認対象」種目となった150ｍの風力計測時間を明示

（現状） 55m

55mハードル

5秒間

5秒間

（修改正） 55m

↓
5秒間

55mハードル

150m

5秒間

10秒間（計測方法は200mと同じ）
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競技規則【TR】

 TR17.15.3 トラック競技における給水・スポンジ

（現状） 競技者はいつでも、スタート地点や主催者が設置した供給所で受取った水や

飲食物を手に持ったり身体につけたりして持ち運んでもよい。

↓

（修改正）競技者は、スタート地点から持ち込んだり、主催者が設置した供給所で
受取ったりした水や飲食物を、いつでも手に持ったり身体につけたりして競技を

行っても良い。

42

※ぶら下げたりするのも可。ただし，ひ
もが長く，相手に接触しそうなものはダ
メ。





競技規則【TR】

 TR20.2.3〔国際〕 トラック競技における予選の番組編成

（現状） 番組編成にあたってはできるだけ全競技者の成績を考慮し、もっともよい記録
を持っている競技者が決勝に残れるように編成することが望ましい。

↓
（修改正）予選ラウンドが実施される際の組編成にあたってはできるだけ全競技者の

成績を考慮し、もっともよい記録を持っている競技者が決勝に残れるように
編成することが望ましい。

可能な限り同じ加盟団体またはチームの競技者だけなく、ランキングの上位
記録を持つ競技者が予選の同じ組に入らないようにすることも含まれる。

こうした組合せの調整は、番組編成の原案が出た直後に、レーンを決める
前に行う必要がある。

こうした変更を行った後、各組のレベルが可能な限り均等になっているか
最終チェックを行う。

44
※同じ組に入れない。ジグザグに入れる。





競技規則【TR】

 TR20.3 ランキングと予選の組み合わせ①

TR20.3.１

（現状） 最初のラウンドにおいて、競技者は予め決められた期間内に達成された当該
種目の有効な記録のリストから、または適用される規定によって、
シードを決定し、ジグザク配置によって予選の組を決める。

↓
（修改正）最初のラウンドにおいて、競技者は予め決められた期間内に達成された当該

種目の有効な記録のリストから、または適用される規定によって、順位付けを
行う。

TR20.3.2

予選ラウンド等を行った場合、次のラウンドの組の編成は前のラウンドの成績
によって行う。

TR20.3.3

TR20.3.1，20.3.2のどちらも（最初のラウンドもそれ以降のラウンドも）
それぞれ順位付けを行ない競技者をジグザグに配置する。 27





競技規則【TR】

 TR26.9.5〔国内〕 上位大会出場枠決定のための試技方法（高さを競う跳躍）

（背景） IH予選などで、上位大会進出枠の人数が決まっているのに同順位競技者が
複数いて進出枠数を超える場合、上位大会進出者をどのように決めるか。

上位大会進出のための「別競技会」扱いとして、対象者で試技を行っている
ケースもあるが、競技方法については競技規則に定めていない。

（他種目) 長さを競う種目：通常6回試技で「順位が明確」

トラック種目：「抽選」「追加レース」

↓

（修改正）〔国内〕上位大会出場者の最終順位に同順位の競技者がいた場合、
その出場者の決定にあたっては、１位決定のジャンプオフ方式を
適用することができる。

⇒ 主催者判断で 「抽選」でも「３回試技」でも「ジャンプオフ」でも可

（競技注意事項に明記）
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競技規則【TR】

 TR29.9 長さを競う跳躍競技の計測位置

（現状） 跳躍の計測は有効試技終了後、直ちに行わなければならない。
跳躍距離は、身体の一部または身に付けていたものが着地場所に残した痕
跡の踏切線に最も近い箇所から、踏切線までを計測。

↓
（修改正）跳躍の計測は有効試技終了後、直ちに行わなければならない。

跳躍距離は身体の一部または着地する瞬間に身に付けていたものが着地
場所に残した痕跡の踏切線に最も近い箇所から、踏切線までを計測。

（例） LJで、ジャンプを行った際に腕時計が外れて砂場に落ちたが、身体はその先
の砂場に正しく着地した

⇒ 計測する場所は ✕：腕時計が落ちた場所
○：身体が着地した場所
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競技規則【TR】

 TR32.1〔国内〕 WRk競技会で使用する投てき物①

➢ WAルールとJAAFルールの平仄の問題

✓JAAF：国内競技会で使用する投てき物は「JAAF検定品」でなければならない

✓WA: WRｋで使用する投てき物はWAの認証品のみとする

⇒国内で行われるWRkで 「WA認証品だが、JAAF非検定品」をどう扱うか

WA認証品 JAAF検定品

52

ＢA Ｃ

A B C

WA認証品 ○ ○ ×

JAAF検定品 × ○ ○

※WRKの大会はWAの認証がないとダメです



競技規則【TR】

 TR32.1〔国内〕 WRk競技会で使用する投てき物②

（現状） ワールドランキングコンペティションではWA認証品のみを使用する。
但し、WA認証品かどうかの証明は、持込んだ競技者が行う。

↓

（修改正）ワールドランキングコンペティションでは本連盟検定品かつWA認証品のみ
を使用する。但し、WA認証品かどうかの証明は、持込んだ競技者が行う。

【前ページの図 「B」に合致するもの】

＜参考＞WA認証品か否かのチェック方法

①個別投てき物の印字・貼られたシール

②WAのWebサイト掲載のリスト

https://worldathletics.org/about-iaaf/documents/technical-information
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https://worldathletics.org/about-iaaf/documents/technical-information


競技規則【TR】

 TR32.1〔国内〕 WRk競技会で使用する投てき物③
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競技規則【TR】

 TR37.4〔注意〕 ハンマー投の可動パネルに関連して

（現状） 左側の可動パネルは右投げの競技者、右側のパネルは左投げの競技者
のために使用される。右投げ、左投げ両方の競技者が参加している競
技会で、一方の可動パネルと他方のパネルを動かす必要がある場合、…

↓

競技者や監督・コーチ等での中に、「右投げ」「左投げ」の意味が正確に
理解されていないケースが散見される

↓

左側の可動パネルは反時計回りで投げる競技者、右側のパネルは 時
計回りで投げる競技者のために使用される。反時計回り、時計回り
の両方の競技者が参加している競技会で、一方の可動パネルと他方の
パネルを動かす必要がある場合、…

（背景）

（修改正）

56

※言い方変更：右投げ→反時計回り，左投げ→時計回り





競技規則【TR】

 TR41.3 ショートトラック競技場で使用できるスパイクピンの長さ

（現状） 全てのトラック走路、助走路または踏切場所の表面は、長さ6 mmの
スパイク・シューズに対応できる合成物質で覆われている必要がある。

↓

全てのトラック走路、助走路または踏切場所の表面は、長さ6 mmの
スパイク・シューズに対応できる合成物質で覆われている必要がある。

但し、トラック舗装材業者または競技場施設管理者は、最大 9mm の
スパイクの使用を認めることができる。

（修改正）

（参考） ・競技用用靴に関する規程

§11.3 HJとJTを除きスパイクピンの長さは9mm（屋内6mm）以下

・ショートトラックは屋内とは限らない（1周200ｍまでのトラック）（TR40）
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競技規則【TR】

 TR54.4.1 競歩競技の標準となる距離

（2025.12.31まで）

400mトラック：5,000m、10,000m、20,000m、35,000m、50,000m

道路のコース ：10km, 20km, 35km, 50km

↓

（2026.1.1から）
400mトラック：5,000m、10,000m、ハーフマラソン（21,097.5m）、

マラソン（42,195ｍ）、50,000m
道路のコース ：10km、 ハーフマラソン（21.0975㎞）、マラソン（42.195㎞）、

50km
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競技規則【TR】

 TR54.7.3 ペナルティゾーンでの待機時間

（2025.12.31まで）

↓

（2026.1.1から）
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※時期の確認



施設用器具委員会 報告



WRkと競技規則
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WRk対象競技会定義①

 ワールドランキングコンペティション定義①
（WA:GENERALLY APPLICABLE DEFINITION 参

WRk：World Ranking Competitions
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1. WAが開催または認可する競技会:

a. ワールド・アスレティックス・シリーズ（WAS）

b. オリンピック競技大会

c. 複数エリアからの参加者による総合競技大会の陸上競技プログラム

d. 一日開催の大会、サーキットとラベルロードレース

e. 複数エリアからの参加者による国際競技会

※2026年以降はブロンズレフリーが必須？未定だが人
数が必要。できるだけ多くの人に受験してほしい。いな
い場合は他地区に依頼することになる。（交通費・宿泊
費などが発生し，陸協で負担することになる）



WRk対象競技会定義②

 ワールドランキングコンペティション定義②

2. エリア陸連が開催または認可する競技会
a. エリア選手権
b. エリア内選手権
c. 参加者が単一のエリアに限定された総合競技大会の陸上競技プログラム
d. 一日開催の大会、サーキットとラベルロードレース
e. 国際対抗競技会（単一エリアからの参加者）
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3. 加盟団体（各国陸連）が開催または認可する競技会:
a. 各加盟団体選手権大会

(世界陸上競技選手権大会よび世界室内陸上競技選手権大会に含まれる種目)
b. WAの競技会規則（CR）および競技規則（TR）に従って開催され、WAによって
定められた条件に従い、加盟団体が特定するその他の国内大会

⇒ 国内で開催されるWRkのほとんどが、この「3.」の競技会



WRk 競技会カテゴリー

https://worldathletics.org/world-ranking-rules/basics

• 大会カテゴリーに応じて、ランキング計算時のポイントが異なる
大会カテゴリー 競技会の例

OW オリンピック/世界選手権

DF ダイヤモンドリーグ ファイナル

GW
世界室内/ダイヤモンドリーグ・世界ロード/プラチナラベルマラソン
例：プラチナラベルマラソン（東京/大阪国際/名古屋）

GL アジア選手権・混成ツアーゴールド（ゲティス・タレンス大会のみ）

A
各種ツアーゴールド（CT/混成/競歩クロカン/ゴールドラベルマラソン）

例：アジア大会／セイコーゴールデンGP／ゴールドラベルマラソン（福岡国際／大阪）

B
各種ツアーシルバー/ﾜｰﾙﾄﾞﾕﾆﾊﾞｰｼﾃｨｹﾞｰﾑｽﾞ/

国内選手権例：日本選手権

C
各種ツアーブロンズ（CT/混成/競歩/クロカン/エリートラベルマラソン）

例：織田記念大会、木南記念大会、静岡国際大会、Yogibo Athletics Challenge Cup

D
CTチャレンジャー
例：日本グランプリシリーズG2加盟大会(兵庫RC/エディオンDCなど）

E
国別対抗戦・国際競技会・各国陸連が指定した国内競技会
例：日本グランプリシリーズG2加盟大会（Dカテゴリー以外）など

F 各国国内ＷＲk対象公認競技会 66



WRk競技会定義と競技会カテゴリーの関係

（例）2024年競技会

⚫ セイコーゴールデングランプリ
➢競技会定義 : 1-ｄ
➢競技会カテゴリー : A

⚫ 日本陸上競技選手権（日本選手権）
➢競技会定義 : 3-a
➢競技会カテゴリー : B

⚫ 日本学生陸上対校選手権（日本インカレ）
➢競技会定義 : 3-b
➢競技会カテゴリー : E

⚫ 関東学生陸上対校選手権（関東インカレ）
➢競技会定義 : 3-b
➢競技会カテゴリー : F
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WRk競技会での適用規則①

⚫基本的な考え方
➢ 競技会定義1，2 ：WA規則（国際）必須

68

➢ 競技会定義3 ：一部を除き、加盟団体規則（国内規則）でも可

（WA規則の適用を妨げるものではない）

⚫国内WRk競技会でも、WA規則〔国際〕適用が必要・注意が必要なもの①

➢ 競技場

✓ 2025年からはEカテゴリー以上の国内WRk大会は、WA認証クラス2以上が必要

➢ 競技会開催申請・記録結果申請

✓ 遅くとも60日前までに、実施種目、開催場所などの開催申請

✓ 競技会終了後24時間以内に記録申請が必要



WRk競技会での適用規則②

⚫国内WRk競技会でも、WA規則〔国際〕適用が必要・注意が必要なもの②

➢ 競技会規則（CR）・競技規則（TR）

✓ 〔国際〕適用の考え方

• 必ず適用しなければならないと明記のあるもの

• 〔国際〕と適用しないと、競技者にWA規則よりも多くの権利を与える

（有利になる）もの

（例）
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• CR10

• TR4.3

• TR32.1

• TR39.8.4

国際道路コース計測員の任命

同時申込（不在時はパス扱い）

投てき物（JAAF検定品かつWA認証品のみ）

混成競技のバーの上げ幅（HJ:3㎝、PV:10㎝）



日本陸上競技連盟 競技運営委員会
審判員研修PT

2025.2.15 (Sat.) 全国競技運営責任者会議

ブロンズレフリーについて
World Athletics Referee



マスター タイトルの書式設定

Copyright (C) 2025JAAF All Rights Reserved. T･AOYAGI

◆ブロンズレフリーについて
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マスター タイトルの書式設定

Copyright (C) 2025JAAF All Rights Reserved. T･AOYAGI

◆ブロンズレフリーについて
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World Athletics Referee - Bronze level：
WARB

９月２７日（金）～２９日（日）

オンラインアプリ「TestWe」にて実施



マスター タイトルの書式設定

Copyright (C) 2025JAAF All Rights Reserved. T･AOYAGI

◆ブロンズレフリーについて
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受験者数１８６名 合格者数１４４名

（合格率７７％）

参考：シルバーレフリー２名

なお、ブロンズレフェリー試験

総括ミーティングを

１２月４日（水）に実施した。



マスター タイトルの書式設定

Copyright (C) 2025JAAF All Rights Reserved. T･AOYAGI

◆ブロンズ競歩審判員について
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World Athletics Race Walk Judge -
Bronze：WARWJB

１２月７日（土） オンラインアプリ「TestWe」に
て実施（ビデオ判定試験・筆記試験）

受験者数１５名 合格者数１２名

（合格率８０％）



マスター タイトルの書式設定

Copyright (C) 2025JAAF All Rights Reserved. T･AOYAGI

◆ブロンズ競歩審判員について
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World Athletics Race Walk Judge -
Bronze：WARWJB

先行実施された試験において認定された１名を含め、
ブロンズ競歩審判員 計１３名

参考：ゴールド競歩審判員２名

 シルバー競歩審判員１名



マスター タイトルの書式設定

Copyright (C) 2025JAAF All Rights Reserved. T･AOYAGI

◆今後の見通しとお願い
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2025年は

ブロンズレフリー試験に加え、ブロンズ写真判定員、

ブロンズスターターの試験が予定されています。

・アジア陸連からの申込期日の連絡が、タイトな日程で
通知される。今から受験候補者の準備を。

・男女比を50:50に近づけるよう求められている。女性
の審判員育成を進めていただきたい。



マスター タイトルの書式設定

Copyright (C) 2025JAAF All Rights Reserved. T･AOYAGI

◆今後の見通しとお願い
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今年度実施の試験において、受験候補者が定員
に満たない加盟団体が多くありました。

・WRk競技会数に応じた人数の資格者を確保するため、積
極的にブロンズレフェリー資格者を養成したい。

・トラック／スタート／跳躍／投てきでそれぞれ審判長・主任
が必要。また、同時開催する種目数に応じて資格者が必要
になる。

⇒ より積極的な推薦をお願いします。



マスター タイトルの書式設定

Copyright (C) 2025JAAF All Rights Reserved. T･AOYAGI

◆今後の見通しとお願い
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ブロンズレフリーは、

〇競技規則はもとより、大会運営・競技運営に関
しても豊富な知識と経験が求められる。

〇国内で開催される国際大会やWAのワールドラ
ンキング対象大会で、審判長や審判主任を務
めていただくための資格となる。



マスター タイトルの書式設定

Copyright (C) 2025JAAF All Rights Reserved. T･AOYAGI

◆今後の見通しとお願い

79

今回の試験はあくまでも受験者の知識レベルを調べる
ものであって、実技がないのが現状です。

・特に経験が浅い合格者には先輩方がメンターとして、新しい
合格者を審判長・主任として名実ともに活躍できるように
後押ししていただくことをお願いします。

・そのために、普段担当していない部署の委嘱を受け、知識・
経験を幅広くしていくなど研鑽に励めるような環境づくりを重
ねてお願い申し上げます。



日本陸上競技連盟 競技運営委員会
審判員研修PT

ブロンズレフリーを育てていただくとともに、

積極的な推薦をお願いいたします。

ブロンズレフリーについて
World Athletics Referee



高さを競う競技の記録公認について
公認記録申請先の変更について

2025年2月1５日（土）

日本陸上競技連盟

競技運営委員会 岩脇 充司



上位大会出場枠の最終順位に同順位がいた場合の決
定試技の記録公認について①

（高さを競う競技）

今年度まで ⇒ 別競技会として申請することで公
認記録とする

※別競技会とは・・・公認競技会としてコード番号を新規に振り、公認競技会申
請をする

(事後申請)

記録用紙を別に作成し、決定戦になってからの全試
技の記録を

記入する

問題点・１位を決めるためのジャンプオフ方式を使用してよいのか

・システムのデジタル化により事後申請はできないなど



上位大会出場枠の最終順位に同順位がいた場合の決
定試技の記録公認について②

2025年度より

［国内］ルールを追加
上位大会出場枠の最終順位に同順位の競技者がいた場合、その出場者の決定には
１位決定のジャンプオフ方式を適用することができる。

※記録を認めるということをルール上で明確化

注意点・・必ずこの方法を使用しなければならない
ということではない

抽選、くじ引き、競技(ジャンプオフ)を行って

出場者を決める手段の１つである



上位大会出場枠の最終順位に同順位がいた場合の決
定試技の記録公認について③

前提として

競技注意事項等に上位大会出場枠の最終順位に同順
位がいた場合の決定方法を明記する

上位大会出場者を決定するための「別ラウンド」ま
たは「追加試技」として本大会と一緒に公認申請を
することができる

競技の名称については、

例：「関東大会出場決定戦」のようにする。

※「６位決定戦」等とはしない

⇒ 「順位の決定ではない」



公認記録申請先の変更①

公認申請先・・・陸マガ記録室

⇓

日本陸連 公認競技会申請サイトへ移行

申請方法・・書類での申請を無くし、電子申請のみに変更

※１年間の猶予期間を設定・・書類送付ではなく、メール添付方式で

必要書類・・トラック種目(予選･準決勝･決勝記録表、上位成   

績一覧表)

フィールド種目の記録表
混成(混成一覧表、各種目記録表)

→全競技の全試技がわかるもの



公認記録申請先の変更②

１）原則、公認ではない種目はアップロードしない

(初めから非公認と分かっているもの)

※１ ロードレースなどは、公認される距離を参加者に周知してください

※２ ロードレースなど非登録者が出場できる大会は注意してください

※３ 完走(完歩)していない競技者の途中記録は公認記録とはならない

ただし、記録を削除すると、順位等に影響する場合がある

競技注意事項等に「完走(完歩)していない競技者の途中記録は公認記録とは

ならない」ことを明記して、周知する



公認記録申請先の変更③

２）陸連登録者の記録を公認記録として認める

※陸連登録者が公認競技会に出場できる

※登録していないと公認記録とはならない

登録作業完了とは・・登録料の支払いまで完了していること

お願い

記録を公認申請しても登録作業が終了していなければ記録と結びつけられない

⇒ 登録作業を早めて、公認記録となるようにお願いします



公認記録申請先の変更④

３月１２日に公認記録申請担当者の説明会を開催

アップロードの仕方

データの形式

アップロードの権限 などの説明を行う



アナウンス内容についての確認

競技運営委員会 アナウンサーチーム



競技会運営にご尽力のみなさまに

• アナウンサーに求められていること

•競技会を「正しく」盛り上げるための考え方

• よくある質問に対するお答え

などをお伝えしたいと思います
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新記録がマークされた時のアナウンスのタイミング

•記録が確定したらすぐに!

•競技者と観客とが、同じ空間で新記録達成の喜びをわかち合う

競技場に足を運んでくれた観客にとっての醍醐味のひとつ

「魅せる競技会」の基本
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新記録がマークされた時のアナウンスのタイミング

トラック種目なら、フィニッシュタイマーに確定表示された時

• フィニッシュの瞬間はタイムだけの表示

風向風力が必要な種目ならここで必ず風の確認を忘れずに

•一度消えて、

レーン№と共にタイムが表示されたものは1着の確定結果

• スクリーンの表示が「LIVE」や「審議中」などでも

1着だけは確定されている
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新記録がマークされた時のアナウンスのタイミング

フィールド種目なら、記録表示板に表示された時

• HJ・PVならバーを越えて白旗があがった時

• 長さを競う種目なら表示板にビブナンバーと共に記録が表示された時

LJ・TJは白旗があがったら風の確認を忘れずに

記録の目安となるラインやマークを越えていたら

「これまでの記録を越えているようだ」などとコメント

……計測中にワクワクしながら待つのも醍醐味
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「正式結果」を待っていては…
• トラック上では競技者は喜び、観客も拍手を送っているところへ

「先ほどの記録は新記録でした」のコメントをするの?

• フィールド種目だと、正式結果が出るころには だいたい競技が終わっている

競技エリアに誰もいないところで誰を称えるの?

ライブ感を演出するためにも、いつの時点で記録が確定されるのか知っておく

アナウンサーは競技規則の熟知も必要
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日本記録について

•陸連が日本記録として認めているのは

CR34〔国内〕にある種目とカテゴリー

•国スポ・インターハイ・全中とそれぞれの予選大会などて゛は

学生・高校生・中学生の歴代の記録や最高記録などもコメント
したいもの

それらの記録については、陸連としての決め事はありませんが、

コメントするなら正確な記録を扱ってほしい
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参考までに・・・
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日本記録…陸連HP https://www.jaaf.or.jp/record/

学生記録…日本学連HP https://iuau.jp/recordroom/ur.html

高校記録…(機関紙)月陸Online
https://www.rikujyokyogi.co.jp/highschoolrecords

https://www.jaaf.or.jp/record/
https://iuau.jp/recordroom/ur.html
https://www.rikujyokyogi.co.jp/highschoolrecords


フィールド種目のトップ8を発表するタイミングについて

• システム使用競技会で、アナウンサーがトップ8の発表をした

• フィールド審判員が発表しなくてはならないというルールはない

   準備が整えば競技者を待たせずにどんどん進めるべき

•競技開始前に関係部署で打ち合わせをしましょう
97

このあとトップ8が
アナウンスされるので
よく聞いてください

スクリーンにも表示される
ので試技順も含めて
確認してください

ピットで選手に
発表する前に

アナウンスするな!



『JAAFアナウンサーのしおり』 『初めてマイクにむかう人へ』
もう一度確認してください

• 「くん・さん」について、陸連の決め事はありません

競技会の主旨・出場者などを考慮して主催者が決めてください

• 「…であります」は言わず、 普段の話し言葉「です・ます・でした」

• 数字の読み方 「1分」と「8分」等々

• ラップタイムを読むタイミング 「鮮度」が大事

• アナウンスの考え方は年々変化しています
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大規模競技会がすべての手本ではありません
• アナウンサーのやり方・考え方は、その競技会の規模やレベルに合わせて

日本選手権と地区記録会とは別のやり方があるはず…真似る必要はありません

• 盛り上がるだろうという思い込みからの
✓ BGMの使用…プロのDJは、場面に合わせ、最大の効果を狙った音選びをし
ています

✓ 絶叫型アナウンス… TVの真似? 感情移入しすぎていませんか?
✓  リプレイを見せながら主観を交えた解説…アナウンサーは判定には関わりま
せん
競技会はアナウンサーのパフォーマンスを披露する場ではありません
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充実したアナウンスのために
競技をこなすだけで精いっぱいの競技会がほとんどだと思いますが…

• 競技者の戦績など下調べが必要。 時には下調べに何日も費やすことも

→ アナウンサーにも事前にエントリーリストなどの資料提供をお願いします

• ルールにも精通していないとコメントに困ることがあります

→ 勉強の機会を。 FOPでの審判員経験はコメントの充実が期待できます

• 若手の育成は急務です → アナウンサーに限りませんが…

• タイムテーブルにも工夫を

→ できれば複数のフィールド種目のトップが決まるタイミングが重ならないよ
うな・・・
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日本陸上競技連盟 競技運営委員会
審判員研修PT

2025.2.15 (Sat.) 全国競技運営責任者会議

2024年度 S級公認審判員昇格審査
（2025年4月1日昇格予定者）結果について



マスター タイトルの書式設定

Copyright (C) 2025JAAF All Rights Reserved. T･AOYAGI

◆2024年度 S級昇格審査概要
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競技会の出席回数：

直近6年間で30回以上

審判講習会の出席回数：

直近6年間で3回以上

★新型コロナウイルス感染症の影響
を考慮し、「直近6年間」のカウント
は、2026年度申請までの措置

候補者 158

申請者 161
（昨年比ｰ20）

2025.1.18

日本陸連事務局にて審査
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◆今年度の審査と今後について
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【一昨年度審査】

不備が多く、多くの団体に問い合わせを行ったため、

全国会議までに審査が終了できなかった。

【昨年度より】

●提出物の不備についての問い合わせは行わない。

●提出物から確認できる内容のみで審査を行う。 
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◆今年度の審査と今後について

104

残念ながら…

２年連続、提出が越年した団体がありました
（陸連事務局の通常業務に多大なる影響が出ております）

【来年度より】

申請期日までに書類提出のない場合は該当者なしと
判断し、その後のものについては受理いたしません。
（昇格候補の該当者がいない場合は、

申請期日までに該当者なしのご一報をいただけるとありがたい）
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◆今年度の審査と今後について
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【2024年度申請より】

講習会開催実績報告書は、当該年度のみの提出

●当該年度の報告を確実に！

（今後４～５年間手帳と不一致となる恐れ）
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◆2024年度 S級昇格結果
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【不合格者の内容】

●講習会の回数不足

⇒手帳の講習会日時が講習会実
績報告書記載の日時と異なる

（合計3回の確認ができず）

●競技会の回数不足

⇒手帳の担当役員名の記載なし

（それを除くと30回に達しなかった）

候補者 158

申請者 161
（昨年比ｰ20）

2025.1.18

日本陸連事務局にて審査
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◆昇格審査におけるお願い
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【①審判員手帳について】

★毎年お願いしている内容です。

★申請案内の要項にも記載してあります。

★多くの加盟団体は、正確に処理されています。

講習会／競技会の欄が時系列になっていない方は、

改ざんを疑われるので、捺印・短冊作成にご注意を
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◆昇格審査におけるお願い
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【①審判員手帳について】

★審判の記録の担当役員欄には、競技役員として出
席した場合のみ記載。

⇒大会役員（会長・副会長等）はNG

⇒担当役員名が明記されていないもの（空欄）は、引き続き一
切認めない。

※具体的な競技役員名を主催者が記載のこと
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◆昇格審査におけるお願い

109

【①審判員手帳について】

★講師名が未記載、陸協認印がない方がいました。

⇒改ざんを疑われることがあるので陸協認印のないものは、
今後認めません。

⇒講師名が未記載の場合、確認の段階で整備を。
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◆昇格審査におけるお願い
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【②提出書類について】

★講習会一覧の日付が違う／講師名空欄

⇒前述の通り、再度確認をお願いします。

★申請書・理由書が過去のデータを使用

⇒必ず当該年度のフォーマットを使用のこと。

★申請書と手帳の相違

⇒特に回数のカウントは正確に。
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◆昇格審査におけるお願い
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【③理由書について】

★家庭の事情、仕事の都合、体調の問題による

 回数不足は認められません。

●離島以外は、競技会の回数30回は譲れない。

●災害による影響・離島に居住など、やむを得ない
事情のみ記入して下さい。 



日本陸上競技連盟 競技運営委員会
審判員研修PT

2024年度 S級公認審判員昇格審査
（2025年4月1日昇格予定者）結果について

お忙しい中、いつもありがとうございます。

対象者が不利益を被らないために、よろしくお願いします。



手帳の扱いについて

旧手帳 現行の手帳

早期に手帳の書き換えをお願いします
１冊４００円 審判員証１，０００円



前の手帳の記録を整理し，
記入してください。

１０年間分の審判の活動の
様子が分かるための物です。

現在の使用している手帳の
内容は記入しない。

以前の手帳の内容を記入
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• 競技会の出席回数は、申請時点での直近6年間で30回以上を基
準とし、陸連主催及び加盟団体 からの申請による公認競技会を
基本とした(各年度4月1日～3月31日の競技会出席回数)。 同一
日に複数の競技会に出席していても1回とカウントした(競技会
は1日単位でのカウント)。(県主催等の大会通称赤ハンコ)

• 公認申請していなくても赤ハンコの使用が見られた

公認申請しなければ,宮城陸協で黒の押してください。

  審判講習会出席回数は、直近6年間で3回以上を基準とした。

同一年度に複数回出席している場 合でも1回とカウントした。

実技講習会の類はこの講習会の回数には含めない。 ※審判講

習会： 都道府県主催の伝達講習会、陸連主催の全国競技運営

責任者会議 6年間は2026年度申請までの猶予期間
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ご清聴ありがとうございました。

2025年度も大会運営にご協力を
お願いいたします。

宮城陸上競技協会
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